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平
成
27
年
4
月
1
日
付
で
、

事
務
所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
廣
松
新
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
主
に
道

路
整
備
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
て
、

港
湾
と
空
港
整
備
に
携
わ
る
の

は
初
め
て
で
す
。
ま
た
、
地
方

整
備
局
（
地
整
）
で
の
勤
務
は

３
度
目
で
、
過
去
に
は
、
新
潟

市
（
北
陸
地
整
）
、
岐
阜
県
の

高
山
市
（
中
部
地
整
）
で
勤
務

し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
四

国
地
整
勤
務
も
初
め
て
で
す
。

初
め
て
尽
く
し
で
、
周
囲
の
皆

様
か
ら
心
配
さ
れ
て
ま
す
が
、

新
し
い
環
境
を
自
分
な
り
に
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
述
の
よ
う
に
、
港
湾
と
空

港
整
備
関
係
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、

戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
す
。
た

だ
し
、
事
務
所
長
経
験
は
、
高

山
国
道
事
務
所
に
次
い
で
２
回

目
で
す
の
で
、
そ
の
経
験
と
反

省
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
ま

す
。
そ
れ
ら
に
鑑
み
る
と
、
事

務
所
長
（
組
織
の
長
）
に
求
め

ら
れ
る
能
力
は
、
主
に
以
下
の

３
点
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
で
す
。
こ
れ
は
、
時
間
と

人
的
な
制
約
条
件
下
で
、
優
先

順
位
を
定
め
、
業
務
に
求
め
ら

れ
る
期
限
と
水
準
を
可
能
な
限

り
定
量
的
に
示
す
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。２

点
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
で
す
。
特
段
の
説

明
は
不
要
で
す
が
、
組
織
の
内

外
に
対
し
、
一
方
通
行
で
は
な

く
、
双
方
向
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
ま

す
。３

点
目
は
、
危
機
管
理
能
力

で
す
。
こ
う
書
く
と
、
ど
う
し

て
も
大
災
害
発
生
時
の
対
応
を

イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
通
常
業
務
に

お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
危
機
管

理
の
要
素
は
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
が
組

織
の
長
と
し
て
の
務
め
だ
と
考

え
ま
す
。

以
上
の
３
点
を
中
心
に
、
全

力
で
職
務
に
取
り
組
む
所
存
で

す
。初

回
で
す
の
で
、
若
干
固
い

文
章
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
回
以
降
は
、
も
う
少
し
柔
ら

か
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●浚渫工事 ●備讃瀬戸航路 ●高松空港 滑走路改良

●高松空港 耐震化 ●イベント情報など

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

廣
松

新
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高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

で
は
、
高
松
港
朝
日
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
に
岸
壁

（
水
深
12
㍍
）
（
耐
震
）
、
平
成

26
年
度
に
泊
地
（
水
深
12
㍍
）
が

完
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年

度
に
引
き
続
き
航
路
（
水
深
12

㍍
）
の
浚
渫
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

浚
渫
工
事
に
は
、
グ
ラ
ブ
式
浚
渫

船
を
使
用
し
ま
す
。
グ
ラ
ブ
式
浚

渫
船
で
は
、
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
下

げ
ら
れ
た
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
土
砂
を
つ
か
み
取
る
装
置

で
海
底
を
掘
削
し
、
つ
か
み
取
っ

た
土
砂
を
運
搬
す
る
船
（
土
運

船
）
に
積
み
込
む
作
業
を
行
い
ま

す
。
土
運
船
に
積
み
込
ま
れ
た
土

砂
は
、
香
川
県
事
業
の
埋
立
事
業

に
活
用
す
る
計
画
で
す
。

（
工
務
課

杉
浦
）

浚
渫
工
事

■
高
松
港
朝
日
地
区

備
讃
瀬
戸
航
路
に
お
い
て
、

浅
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
備
讃

瀬
戸
北
航
路
の
維
持
管
理
の
た

め
、
平
成
25
年
度
よ
り
浚
渫
工

事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

浚
渫
に
あ
た
っ
て
は
、
美
し

い
瀬
戸
内
海
の
環
境
を
守
る
た

め
に
、
循
環
式
ポ
ン
プ
浚
渫
船

と
い
う
専
用
に
改
造
し
た
浚
渫

船
を
用
い
て
、
海
水
を
循
環
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
濁
り
の
発

生
を
極
力
抑
え
て
い
ま
す
。

浚
渫
期
間
中
、
工
事
区
域
は
、

一
般
船
舶
の
航
行
が
禁
止
さ
れ

ま
す
の
で
、
同
海
域
を
航
行
す

る
船
舶
は
十
分
注
意
し
て
航
行

さ
れ
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
航
路
管
理
課

谷
定
）

撮影：平成24年3月

浚渫工事位置図

備
讃
瀬
戸
航
路

▲浚渫工事の状況

グラブバケット

土運船

カッター

航
路
の
維
持
管
理
と
は

船
が
安
全
に
航
行
す
る

た
め
に
は
、
陸
上
の
道
路

と
同
様
に
、
常
に
対
象
と

な
る
船
舶
の
大
き
さ
に
応

じ
た
航
路
幅
・
水
深
を
確

保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
常

的
な
維
持
管
理
が
必
要
で

あ
り
、
定
期
的
に
航
路
の

状
況
を
確
認(

巡
回
や
水

深
測
量)

し
て
い
ま
す
。

砂
の
堆
積
や
沈
降
物
等

に
よ
り
航
路
幅
・
水
深
の

不
足
が
見
つ
か
っ
た
場
合

は
、
水
深
を
深
く
す
る
た

め
の
工
事(

浚
渫
や
障
害

物
の
撤
去)

を
行
い
ま
す
。

落下物

浚渫前 浚渫後

砂の堆積、落下物等による障害が解消され
船舶が安全に航行できるようになる

▲浚渫土砂を県の埋立事業に活用



高
松
空
港
は
高
松
市
の
中
心
か
ら

約
16
㎞
の
高
松
市
香
南
町
に
、
平

成
元
年
12
月
に
開
港
し
た
国
土
交

通
大
臣
が
設
置
管
理
す
る
空
港
で

す
。平

成
27
年
４
月
現
在
、
高
松
空

港
の
定
期
路
線
は
国
内
線
３
路
線

（
羽
田
、
成
田
、
沖
縄
）
１
日
最

大
34
便
、
国
際
線
３
路
線
（
ソ
ウ

ル
、
上
海
、
台
北
）
週
22
便
が
就

航
し
、
航
空
機
の
離
発
着
が
繰
り

返
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
航
空
機
の
安

全
な
運
航
の
た
め
、
日
頃
か
ら
滑

走
路
の
舗
装
の
点
検
や
補
修
な
ど

空
港
施
設
の
維
持
管
理
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
回
の
舗

装
の
打
ち
替
え
か
ら
10
年
程
度
が

経
過
し
、
ひ
び
割
れ
や
わ
だ
ち
掘

れ
な
ど
舗
装
の
劣
化
が
進
ん
で
き

た
た
め
、
昨
年
度
に
解
体
調
査
な

ど
詳
細
な
調
査
等
を
実
施
し
、
今

年
度
か
ら
４
年
間
で
滑
走
路
全
長

ｍ
の
舗
装
の
打
ち
替
え
を
順
次

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
舗
装
の
打
ち
替
え
工
事

は
舗
装
の
表
面
温
度
が
低
下
し
や

す
い
冬
場
、
日
々
の
航
空
機
の
運

航
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
航
空
機

が
運
航
さ
れ
て
い
な
い
22
時
～
7

時
の
夜
間
で
実
施
し
ま
す
。

（
工
務
課

西
森
）

高
松
空
港

滑
走
路
改
良

高
松
空
港
は
地
震
に
強
い

空
港
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

等
に
お
い
て
、
空
港
輸
送
上

重
要
な
空
港
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
地
震
災
害
時
の

緊
急
物
資
輸
送
や
人
員
等
輸

送
基
地
な
ど
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨

大
地
震
な
ど
新
た
な
地
震
も

踏
ま
え
、
昨
年
度
に
滑
走
路

及
び
誘
導
路
の
耐
震
性
を
確

認
し
た
結
果
、
地
下
道
（
市

道
、
吉
光
高
根
線
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
範
囲
に
つ
い
て

は
耐
震
性
の
強
化
が
必
要
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

今
後
は
地
下
道
部
の
耐
震

補
強
の
た
め
の
対
策
断
面
の

設
計
、
工
事
実
施
に
向
け
た

安
全
対
策
や
警
察
協
議
な
ど

を
実
施
し
、
今
年
度
中
に
地

下
道
部
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
工
務
課

西
森
）

高松空港 耐震化

▲地下道全景

▲地下道耐震補強予定範囲

巡視艇

テロリスト

▲航空機の着陸状況

2,500

▲昨年度の誘導路改良工事の状況



【見学は事前申し込み不要・無料】

【日時】７月２０日（月） １０：００～１５：３０ (最終受付１５：００)
【場所】高松港サンポート(大型旅客船ふ頭横）
【内容】浮遊ごみや浮遊油を回収する「美讃」
を一般公開します。
・船内見学（操舵室、作業甲板）
・パネル展示
・船員服試着＆記念撮影

【問合わせ先】
高松港湾・空港整備事務所 企画調整課
ＴＥＬ：０８７－８５１－５５２４

「美讃」一般公開
リフレッシュ瀬戸内

【日時】６月２１日（日） 午前７：００～概ね１時間程度
（少雨決行：雨天の場合は6月28日(日)午前7：00～）

【場所】 小松原海岸ほか
※上記以外にも各地の海岸等で清掃活動を行っております。
詳細は下記までお問い合わせ下さい。

【内容】 海岸の清掃

【問合わせ先】
東かがわ市事業部建設課 都市計画・維持グループ
海岸清掃担当 ＴＥＬ： ０８７９－２６－１３０２

海面清掃兼油回収船

ーボランティアによる海岸清掃活動ー

平
成
27
年
1
月
28
日
高
松
港
係

留
中
の
大
成
丸
船
内
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
大
成
丸
」
は
内
航
の
船
員
を

訓
練
・
育
成
し
て
い
る(

独)

航
海

訓
練
所
の
練
習
船
で
す
。
船
内
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
機
関

室
や
診
察
室
、
厨
房
な
ど
様
々
な

設
備
あ
り
、
教
室
で
は
授
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
成
丸
に
は
航
海
船
橋
と
実
習

船
橋
の
2
つ
の
船
橋
（
ブ
リ
ッ

ジ
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
成

丸
は
内
航
貨
物
船
と
同
じ
よ
う
な

視
界
で
航
海
訓
練
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
実
習

生
は
航
海
士
の
下
で
航
海
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
習
船

橋
に
は
操
船
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
が

あ
り
、
様
々
な
状
況
を
設
定
し
た

航
海
の
訓
練
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
１
１
２
名
の
実
習
生
が

航
海
訓
練
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
課

八
木
）

▲大成丸 船橋（ブリッジ）

▲大成丸

▲船内には無線も設置されています

うたづアロハナイト

ーフラダンスイベントー

【日時】7月18日（土）～7月19日(日） 17：00～21：00
【場所】 うたづ臨海公園(香川県宇多津町）
【内容】 フラダンスイベント、宇多津町特産品 飲食・物品販売

【問合わせ先】
うたづ海ホタル
〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町浜一番丁４
ＴＥＬ： ０８７７－４９－０８６０

▲海のゴミや油を回収する「美讃」

▲「美讃」一般公開の様子

び さ ん


